






要約 川崎病後冠動脈狭窄性病変に対しA-Cバイパス術を施行した2例において術後冠動脈

あるいはバイパスグラフトに進行性の狭窄を認めた。そこでこれらに PTCA および PTCR を

試みたので経過を呈示し,術後の冠動脈病変の進行・グラフトの経時的変化と臨床症状につ

いて検討した。 


